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　子どもの理解や、子どもへの接し方、親子のコミュニケーション等、子育てに必要な知識やスキルについて、
保護者同士が身近なエピソードやワークをとおして話し合い、交流しながら主体的に学ぶ参加型の学習プログ
ラムです。
　ワークには決まった答えがあるわけではありません。無理に答えを出すこともありません。参加者同士が話
合いを進めていく中で、自分自身の問題に気づいたり、親としてのあり方や役割について考えたり整理したり
するきっかけとすることがねらいです。
　また、子育て中の人だけでなく、子育てが終わった人や、将来、親となる中高校生や大学生、社会人も学習
できるような内容となっています。

　話合いから子どもとの接し方や親の役割に「気づき」、自身の子育てをふりかえることで、家庭教育に役立
てることができます。そして、子育てが楽しくなります。
　また、話合いや交流をとおして子育ての悩みや不安を解消することができ、仲間も増やすことができます。
そして、親同士の交流が始まります。

　実施時間は、およそ５０分～１００分で行われます。実施機会に応じてプログラムをアレンジして対応する
ことができます。

　ファシリテーター ( 促進役 ) が進めます。ファシリテーターは、開放的な学習の雰囲気づくりを心がけ、学
習者の主体性を尊重し、特定の方向に意見を導かないよう、学習者の学びを促し、学習を進行する役割を担い
ます。ファシリテーターには、社会教育主事有資格者※や地域で活動する家庭教育オピニオンリーダー※、親学
習プログラム指導者※などがいます。

　プログラム活用の方法やファシリテーターの派遣など、プログラムの実施に関することは、中学校をステー
ジに行う場合は、所管の市町教育委員会や教育事務所に、県立学校をステージに行う場合は、県生涯学習課に
お気軽に御相談ください。

親プロQ＆A

※社会教育主事有資格者とは…
　文部科学省主催の「社会教育主事講習」を修了された方々で、学校・家庭・地域の連携協力のため様々な
知識や技術を持っています。
※家庭教育オピニオンリーダーとは…
　県教育委員会主催の「家庭教育オピニオンリーダー研修」を修了して、地域で家庭教育に関する学習会や
相談会、親子のふれあい活動などを自主的に行うみなさんです。
※親学習プログラム指導者とは…
　県教育委員会主催の「親学習プログラム指導者研修」を修了して、親学習プログラムを効果的に活用でき
るみなさんです。　　


